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研究の背景

実行時モデルを活用した自己適応ソフトウェア開発

実行時に起こる環境の変化にソフトウェアはどのようにして

耐えるのでしょうか？自己適応ソフトウェアは，(1)利用環境の

変化を検知し，(2)どのような変更が必要かを決定し，(3)自分

自身を変更する機能を予めソフトウェア自身に組み込むこと

によって，実行時の変化に可能な限り耐えるよう自動で動作

します．本発表では，人工知能技術を応用してモデル更新・

生成を実行時に行う実行時モデル技術と，それらを応用した

自己適応ソフトウェアの開発手法を紹介します．

研究内容

どんな研究？ 何がわかる？

自己適応ソフトウェア開発では，ソフトウェアが提供する機能

を表す”アプリケーションロジック”に加え，変化に対してソフト

ウェアをどのように変更するかを表す”適応ロジック”を開発す

る必要があります．本研究では，”アプリケーションロジック”を

実現するための従来のソフトウェアのつくり方を拡張し，

”適応ロジック”の実現も含めた，自己適応ソフトウェアのつく

り方を明らかにします．
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ソフトウェア仕様と要求の関係 IoT時代のソフトウェアは
向き合うべき環境の不確かさが激増
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分割

モデル
更新

モデルを分割し，個別に制御することで状態爆発を避ける
→ モデルを横断した変化に対する安全性は保証できない

e.g.	衝突の危険性
→ソフトウェアの実行時更新技術を応用し、

各モデルの共更新を安全に行うソフトウェアを合成
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環境は実行時に変わる
ソフトウェア工学はそれにどう対処する？

ソフトウェア工学分野の最新トレンド

実行時モデルに基づく自己適応ソフトウェア
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システムがモデルを実行時に活用し，
実行時に自身を再構成

・環境変化をモデルに反映
・モデル上で意思決定
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